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井上靖記念館　文学講演会

KJ00715206
2026年9月7日

趣　旨：市民に広く文学に親しむ機会を提供することを目的として
　　　　元旭川工業高等専門学校教授、石本裕之氏をお招きし、
　　　　文学講演会を開催いたします。
演　題　井上靖・少年短篇集の中の＜魔法＞
日　時　令和8年10月3日（土）午後1時30分から午後3時まで
場　所　井上靖記念館ラウンジ（旭川市春光５条７丁目）
　　　　(https://www.inoue.abs-tomonokai.jp)
定　員　40名（事前予約が必要）
参加料　無料
申込み　電話（0166-51-1188）または　(090-8810-0232)

令和8年10月3日　13時30分　～　令和8年10月3日　15時00分



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年１０月3 日（土） 

場 所 : 井 上 靖 記 念 館 ラ ウ ン ジ 

時 間 : 午後１時 30 分より 3 時まで 

講 師 : 元国立旭川工業高等専門学校教授 石本裕之 氏 

参加料 : 無  料      定 員 ： 4０人 

申 込 : お電話で 0166－51－1188  090-8810-0232 

〒070－0875 旭川市春光 5条 7丁目 

指定管理者 特定非営利活動法人 旭川文学資料友の会 

 

 

文学 講 演 会 

演 題   

井上靖・少年短編集の中の＜魔法＞ 

井上文学をより深く読み解く 

「魔法の椅子」 

昭和 40年 2月 

『小説現代』新春特大号 

「魔法壜」 

昭和 42年 6月 

『別冊文藝春秋』100号記念特集 

『あかね雲』   装画・カット:脇田 和 

昭和 48年 11月 

新潮社 

草の匂いと赤い夕焼雲と――遥かな
少年の日の心にしみる情景を、さま
ざまな筆に染め上げた「帽子」「魔法
瓶」「馬とばし」「とんぼ」等、さわや
かな郷愁の 11 篇。 

『晩夏 少年短篇集』 

2020年 12月 

中央公論新社 中公文庫 

過ぎゆく少年の日  

  詩情と郷愁のゆくえ 
たわいない遊びや美しい少
女への憧れ、そして覚えず
垣間見た大人の世界……。 
誰もが通り過ぎるが、二度
と帰れない〝あの日々″の
揺らぐ心を鋭敏な感性でと
らえた、叙情あふれる十五
篇。 



 

 

 

 

 

石 本  裕 之  

          Ishimoto      Hiroyuki 

 

 

 ■講師プロフィール  

石本裕之  

元旭川高専人文科教授。公益財団法人北海道文学館評議員。思想・文学研究者。 

昭和 33（1958）年、北海道札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業、北海道大学大学院文学研

究科東洋哲学専攻修士課程修了。 

北海道大学中国哲学会、宮沢賢治学会イーハトーブセンター、北海道教育大学旭川校国語国文

学会、等会員。 

著書は『荘子の中の「孔子」』（響文社）、『宮沢賢治 イーハトーブ札幌駅』（響文社）、『論語の

思想史』（共著・汲古書院）、『論語思想史』（共著・臺灣萬巻樓）等。 

旭川市文化賞選考委員会委員。これまでに、第 41～50 回小熊秀雄賞選考委員（平成 20～29

年）、旭川井上靖記念館運営協議会委員（平成 21～26 年）・同会会長（平成 24～26 年）、『旭

川市民文芸』選考委員（平成 28～令和 4 年）、平成 19 年より井上靖記念館文学講座・講演会

を担当。 

井上靖記念館での文学講演（平成 24年以降） 

平成 24年 「一枚の絵」の中の父母―子としての井上靖 

平成 25年 井上靖『孔子』と『論語』―孔子と弟子たちとのつながり 

平成 26年 『ある偽作家の生涯』を読む―人間や運命に対する井上靖のものの見方について 

平成 27年 井上作品と中島敦『山月記』 

平成 28年 井上靖の最後の短篇集『石濤』から二編―井上文学、老境の対話 

平成 29年 井上靖における、生きることと歴史―短編「生きる」から 

平成 30年 小説「結婚記念日」について―井上靖短編集『愛』から 

令和 元 年  井上靖小説『花壇』の位置づけ―エピソード１ 亡き娘の幻      

令和 2 年  井上作品の中の「対話」―『花壇』エピソード 2  

令和 3 年 『星と祭』と“救い”の形 ―もう一つの星・十一面観音・祀り・祈り― 

令和 4 年  孔子と『論語』―企画展「井上靖 最後の長編『孔子』への道」に寄せて 

令和 5 年  井上靖「蒼き狼」について―作品論争も視野に入れて 

令和 6 年 井上靖「射程」と文学の 径
こみち

 

令和 7 年 井上靖文学と研究・書評史の流れ 

 

 


